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広域ネットワークを活かし、 

地域のお客さまの利便性を 

さらに向上させる体制づくりや 

お客さまの声をしっかり捉えた 

質の高い金融サービスで、 

地域とお客さまのための「もっと」を 

実現させてまいります。 



■本誌は、銀行法第21条および第52条の29に基づいて作成したディスクロー
ジャー資料です。■本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨
てのうえ表示しております。■本資料には、将来の業績に関する記述が含まれて
おります。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変
化などにより、見通しと異なる可能性があることにご留意ください。 
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 コーポレートマーク 

垂直に伸びるゴールドのグラデーションは企業の成長性と

収益性を表し、緩やかな弧を描くラインは広域地銀としての

ネットワークを表現しています。 

また、落ち着きのあるブルーの正方形は、組織の揺るぎな

い安定性をイメージしており、その正方形の中に垂直の

ラインとカーブのラインを配置することによって、「ほく

ほく」の頭文字である「ｈ」を表しています。 

「ほくほくフィナンシャルグループ」は、 

広域地域金融グループとしての 

ネットワークと総合的な金融サービス機能を活用して、 

地域とお客さまの繁栄に貢献し、 

ともに発展しつづけます。 

 

社会的使命を実践し、 
地域社会とお客さまとともに発展します。 
 
 
公正かつ堅実な経営による健全な企業活動を目指し、 
信頼に応えます。 
 
 
創造と革新を追求し、 
活力ある職場から魅力あるサービスを提供します。 
 

平成21年1月 

　皆さまには、平素より当社をお引き立て賜り、誠にありがとうございます。 

　このたび、ほくほくフィナンシャルグループの「中間期ディスクロージャ

ー誌2008」を作成いたしました。本誌では、平成20年度中間期の業

績をご紹介しております。ぜひご一読いただき、当社に対するご理解の

一助としていただければ幸いです。 

　私どもは、北海道・北陸3県を主要な営業基盤としつつ、三大都市圏を

含めた幅広いネットワークを有する「広域地域金融グループ」としての

強みを活かし、ビジネスマッチングや問題解決型の金融サービスの提供、

海外ビジネス支援等を積極的に行ってまいりました。昨年は、東海北陸

自動車道の全線開通に向けて富山と名古屋でビジネス交流イベントを

開催したほか、北海道では、「食」や「農業」にこだわった商談会を随時

開催しております。中国においては、上海・大連・瀋陽での商談会も活発

に行っており、地域企業の海外進出をバックアップしております。 

　また、お客様の利便性を一層高めるべく、「パーソナル支店」の開店、

コンビ二ATMの拡大、インターネットバンキングの機能向上など、サー

ビスの拡充に努めております。 

　昨年6月には公的資金を一部返済いたしました。この間お客様や株主

の皆さまのご理解とご支援をいただけたことに厚く御礼申し上げます。

また、11月には経営健全化計画を見直しております。経営健全化計画を

着実に実践し、収益力の強化、財務基盤の充実に努め、「地域共栄」の精

神で地域の皆さまとともに歩んでまいります。 

　皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援とご愛顧を賜りま

すようお願い申し上げます。 
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進取創造 
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